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令和 5（2023）年度 登録コンクリート圧送基幹技能者認定試験 
合格基準および総評について 

 
令和 5 年 10 月 31 日 

登録コンクリート圧送基幹技能者認定委員会 
 

【合格基準】 
択一式問題  25 問，50 点満点 
計算問題   5 問（解答数計 15 題），30 点満点 
記述式問題  問題 1（800 字），13 点満点 
       問題 2（400 字），7 点満点 

 
① 択一式問題の得点数が 30 点以上 
② 計算問題の得点数が 14 点以上 
③ 記述式問題 1 の得点数が 7.5 点以上 
④ 記述式問題 2 の得点数が 3.5 点以上 
以上①～④の得点数をすべて満たした者を合格とする。 

 
申込者数：65 名（うち，講習完了者数：57 名，受験者数：64 名） 
合格者数：46 名 
合格率 ：70.8%（対申込者数）  ・・・参考：令和 4 年度の合格率は 71.0％ 
 
【総評】 
本年度（令和 5 年度）は，登録コンクリート圧送基幹技能者認定講習を大阪にて「対面開

催」としました（コロナの影響を受け，令和 2 年度は中止，令和 3 年度は WEB 講習，令和

4 年度は東京で対面開催）。コロナの感染がまだまだ懸念される時期ではありましたが，会

場，講師陣，そして受講者・受験者の皆様のご協力もあり，試験を含めた全日程を，体調不

良者を出すことなく，無事に終えることができました。改めて感謝申し上げます。 
 さて，本年度の講習では，例年にも増して熱心に取り組んでいた様子がうかがえました。

コンクリートポンプ圧送マニュアルと講習テキストを事前に配布して，予習や事前課題に

取り組めるよう配慮し，また，全圧連のホームページに「過去問題」を掲載して，試験対策

を行える環境を整えました。アンケートの結果では，受講前に予習したり，過去問題に取り

組んだりした受講生がともに 60％に達しておりました。事前に記述式問題に取り組んだ受

講生も 25％（15 名）にのぼっており，このような方々の多くが「合格」を勝ち取っていた

ようです。  
 本年度の合格率は，昨年と同等の 70.8％となりました。不合格となった方々の中には，

一部の問題がよくできていても，別の問題ができておらず，残念ながら合格基準に達しなか

った方がいます。資格認定には，すべての講習内容についての理解を必要としており，この

点を踏まえて，再度のチャレンジを期待しています。 
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各試験問題の答案を分析した結果について，認定委員会の見解を以下にまとめましたの

で，今後の参考にしてください。 
 
・択一式問題については，昨年度までと難易度を変えていないため，30 点以上を合格とし

ました。平均点は 37.2 点／50 点であり，講義内容を理解できていることが確認できまし

た。ただし，法令，工事原価，コンクリートの品質管理に関する設問の正答率が低く，少々

理解が足りないことが感じられました。試験の合否に関わらず，講習テキストをよく復習

して頂きたいと思います。 
 
・計算問題については，例年と類似した設問としたため，14 点以上を合格としました（こ

こ数年は 10 点以上）。圧送負荷の算定に関する設問の正答率が高い一方で，輸送管の仕

様（肉厚）の選定にかかわる設問の正答率が低かったのが残念です。また，日常の業務で

はあまり触れることのない骨材に関する設問の正答率が低い結果となりました。 
実務において安全な作業を行っていただくためにも，計算の知識は必須です。登録基幹

技能者に必要な計算の知識は，講習を受けただけで習得できるものではありません。普段

の実務をおさらいすること，過去の問題や今回の講習で配布された事前課題をしっかり

理解すること，で正答を導けたはずです。試験の合否に関わらず，これらに何度も取り組

み，しっかりと身に着けていただきたいと思います。また，これから登録基幹技能者を目

指す後輩の方々に対しても，圧送マニュアルで継続的な学習に努め，自分が分からない箇

所・質問したい箇所について事前に整理をした上で講習に臨むよう，お伝えください。 
 
・記述式問題については，設問文を例年から変更しました。 

問題 1 では，記述すべき内容を①工事の概要，②そこでの工夫，③圧送の結果，④振り

返り，に項目立てして問う形式とし，例年よりも記述すべき内容をより明確にしました。

受験者は，過去の問題に比べて記述しやすかったはずであり，これを踏まえて，合格点を

7.5 点以上（ここ数年は 6.5 点以上）としました。問われていることに対して，的確に答

えることは基幹技能者として必要不可欠な能力であり，①～④のそれぞれの記述が及第

点に達していないものについては，不合格としました。 
問題 2 についても，①自分たちでできること，②元請に要望すべきことを，それぞれ分

けて記述する必要があり，①，②のそれぞれの記述が及第点に達していないものについて

は，不合格としました。合格点は例年どおりの 3.5 点以上としました。 
記述式問題では，文字数が到達しているものの，上述のとおり，各設問の「題意」を汲

み取っていない答案がありました。このほかに，問題 1 に時間を要してしまい，問題 2 を

きちんと書ききれなかった方（字数が足りない，途中で終わってしまっている）も見受け

られました。 
 

・択一式問題や計算問題で高得点を獲得していても，記述式問題が及第点に及ばず，残念な

がら不合格となった方がいます。登録コンクリート圧送基幹技能者の業務においては，現

場や元請への提案力が必要とされることから，認定試験の記述問題では，ご自身の経験や

考えを「文章にまとめる力」を判定しています。講習中に配布した文書の書き方の資料を
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参考に，過去に出題された問題で訓練を重ね，再度のチャレンジに備えてください。 
 
・記述式問題で高得点を獲得していても，択一式問題が及第点に及んでいない方もいます。

登録コンクリート圧送基幹技能者として必要な知識の習得に務めて頂きたいと思います。 
 
 
登録コンクリート圧送基幹技能者認定試験の合格者の皆様には，さらなる研鑚を積まれ,

第一線での益々のご活躍を期待しています。残念ながら今回，不合格となった方々は次年度

に再挑戦いただき，是非とも合格を勝ち取ってもらいたいと思います。追試験だけでなく，

もう一度講習から受け直すことも合格への大きな近道ですので，ご一考をお願いいたしま

す。 


